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【緒 言】病原 性微生物 や ア レル ゲ ンの刺激 に よ
り上皮 細胞 か ら産 生 され るinterleukin-33は,ア
レル ギー性炎症 の誘導 に関わ る。我 々 は慢性 歯周
炎 関 連 細 菌Porphyromonas　gingivalis(P.g)か
ら産生 され るシステ イ ンプ ロテアーゼで ある ジン
ジパ イ ンによ るヒ ト歯 肉上皮細 胞 か らのIL-33発
現誘導 につ いて明 らかに したので報 告 した。
【材料 と方 法】 ヒ ト歯肉上皮細胞株Ca9-22をP.g
野生型 株W83お よび ジンジパ イン変 異株KDP136
の 凍 結 乾 燥 全 菌 体,P.g由 来 菌 体 成 分 と して
fimbriae,リポペ プチ ドない しLPSで 刺 激 した。
刺激 後の細胞 におけ るIL-33mRNA発 現量 は定
量性RT-PCR法 に て,IL-33蛋白 発現 は ウ ェ ス
タンブロ ッ ト法な らび に免疫染 色法 にて測 定 した。
【結果 と考察】1.Ca9-22細胞 をP.gで 刺激 す る
と,IL-33 mRNA発 現 お よび 細 胞 内IL-33タン
パ ク発現 が亢 進 され た。2.Fimbriae,リポ ペ プ
チ ドお よびLPSに よ る同細 胞 か らの 著 明 なIL-
33mRNA発 現誘導 はみ られなか った。3.ジンジ
パ イ ン阻害 剤 で前 処 理 した細胞 をP.gで 刺激 し
た際 のIL-33mRNA発 現誘 導 は,未 処 理細 胞 に
比 べて 著 明 に抑 制 され た。 同様 にkDP136によ
るIL-33mRNA発現誘 導 はみ られ なかっ た こと
か ら,IL-33誘導 作用 は ジ ンジパ インに よ り担 わ
れ る こ と が 示 唆 さ れ た。4.P.gによ るIL-33
mRNA発 現 誘 導 は,PAR-2 siRNA導入 細 胞 に
お いて有 意 に抑制 され,MAPキ ナ ーゼp38阻害
剤な らび にNF－κB阻 害 剤の前処理 に よ り著明 に
減 少 した。以上 の結 果 か ら,IL-33が歯周 炎 の病
態形成 に関与す る可能性 が示 唆 された。
【結 語 】 今 回 我 々 は,ジ ン ジパ イ ン に よ り
PAR-2ならび にMAPキ ナ ーゼp38およびNF－κB
の シグナル伝達経路 を介 して,ヒ ト歯 肉上皮細胞
か らIL-33が誘 導 され るこ とを明 らかに したので
報告 した。
